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１．研究計画の概要 

 東アジアは，緯度方向に“緑のベルト”と
呼ばれるように森林帯が連続している．そし
て，東アジアにおいては森林の水・エネルギ
ー・炭素循環という環境条件を生み出す過程
が，異なっていると考えられる．すなわち，
放射量，降水量，飽差，気温，土壌水分量な
どの森林が存在する条件とそれらを利用す
る森林の条件が複雑に交錯している．そこで，
我々は東アジアにおける北方林と熱帯林と
いうフィールドを舞台に研究を推進してき
た２グループを１つにまとめ，森林の多様性
と普遍性と水・エネルギー・炭素循環(以下，
W/E/C循環)に関する研究を進めてきている． 

 本研究は東アジアに位置し多様な条件下
に存在する森林の中から，シベリアの北方林，
日本の温帯林，タイの熱帯季節風林，マレー
シアの熱帯雨林をメインフィールドとして，
W/E/C 循環特性に関する現地観測・研究を進
めきた研究者が共同し， 

① 異なる気候帯での W/E/C 循環に関
わる森林の環境への応答特性(以下，「環境
応答特性」)は，どの様な普遍性を持ち，
その中でどの様な多様性を有しているの
か？ 

② これらの森林は，環境要因の変動に
対してどの様に変動するのか？ 

を明らかにするものである．そして具体的に
は， 

１) 複数の陸面モデルを用いた，異なる
気候帯に成立する森林の環境応答特性の
現況評価と外力変動による森林の環境応
答特性の変動の定量的評価 

２) 異なる気候帯での長期変動を通し

た環境変動と森林の応答の変動評価 

である． 

 

２．研究の進捗状況 

研究課題１：北方林，熱帯林に関しては，
10-30 年にわたるデータが，現地研究者の手
によって蓄積されている．また，人工衛星
MODIS データを用いて，内蒙古からインド
の NDVI の解析が行われている．また，本研
究で対象とする 9 林分について，3 フラック
ス成分を含めた気象要素の関係がまとめら
れている． 

研究課題２：北方林に関しては，過湿と植物
耐性の影響が検討された．その結果によれば，
土壌水分がある一定範囲を超えると植物耐
性に悪い影響が顕在化し，生存する耐性が低
くなることが示された．熱帯林に関しては，
展葉時期を 40cm 土壌水分と日射の林冠透過
率 95％を用いることで再現され，蒸発散と
CO2 の陸面－森林－大気間の輸送が再現さ
れた． 

研究課題３：北方林においてウェイブレット
解析が用いられ，環境因子と表面コンダクタ
ンスの関係が時間により異なることが示さ
れた．すなわち，日変動では短波放射，季節
内変動では飽差，季節間～年変動では気温と
土壌水分が効くことが分かった．今後は，温
帯林，熱帯林にも同様の手法を用いて，気候
帯による差異を明らかにして行く． 

研究課題４：北方林から熱帯林の５林分にお
いて，潜熱，顕熱，二酸化炭素フラックスと
気象要素の関係が調べられた．その結果，乱
流相似則の乖離率は，顕熱が小さい時に大き
くなる傾向が認められ，潜熱，CO2 に関して
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も同様の傾向が認められた．しかし，乖離の
原因は森林間によって異なると考えられる． 

研究課題５：北方林と同じ陸面熱収支モデル
が，熱帯林(1 林分)に用いられた．その結果，
土壌水分のパラメータ(f(θ))が 0.5 程度の値
を示すことが分かった．また，既存のコンダ
クタンスモデルを熱帯林から北方林の 16 サ
イトに適用したところ，4 サイトを除いて良
好な結果を導いた． 

 

３．現在までの達成度 

 「研究の進捗状況」を見て分かるように，
研究課題 1，2 について，まだ熱帯林，温帯
林，北方林というサイト毎の区別がなされて
いる．研究課題 3-5 に関しては，熱帯林から
北方林の区別が取り払われ，森林の特徴や成
立条件で水/エネルギー/炭素循環がまとめら
れている． 

 
４．今後の研究の推進方策 
 ②おおむね順調に進展している。 
 「達成度」でも見てきたように，研究課題
１，2 で森林を緯度ごとに見るのではなく，
森林の特徴や成立条件で森林を区別したい．
そして，研究課題 1-5 を全て森林の特徴や成
立条件で区別したい．しかし，この場合でも
課題によって森林と環境条件が異なる可能
性がある．その中で森林の特徴や成立条件で
区別されない条件が抽出され，今後，それら
の条件を区別していくことが重要となる． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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